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令和６年５月 岡崎市文化財保護審議会会議録

開催日時：令和６年５月24日（金） 午前10時00分～午前11時15分

開催場所：岡崎市役所東庁舎７階 701号室

出席委員：８名

杉野丞委員（会長）・荒井信貴委員（会長職務代理者）・奥田敏春委員・杉坂美

典委員・鷹巣純委員・堀江登志実委員・山田伸子委員・渡邊幹男委員

欠席委員：１名

内田尚之委員

説明のために出席した事務局職員：９名

二村雅志教育部長

社会教育課：田中典子課長・原林基昭副課長・遠藤研吾岡崎城跡係長・岡山幸男文化財係長・

浦野加穂子主査・平山優主事・澤井奎志主事・水船早紀会計年度任用職員

道路建設課（担当課）：稲垣篤志橋りょう係長、原田暁主査・中根諒祐主査

傍 聴 者：なし

議事内容

１ 諮問事項

（1）市指定天然記念物ゲンジボタルの現状変更（樫山大橋耐震補強工事）について

（2）市指定天然記念物ゲンジボタルの現状変更（北岡橋耐震補強工事）について

２ 報告事項

(1)令和５年度事業実績及び令和６年度事業計画について

３ その他

（1）次回の審議会開催について

議題及び議事の要旨

１ 諮問事項

(1) 市指定天然記念物ゲンジボタルの現状変更（樫山大橋耐震補強工事）について

(2) 市指定天然記念物ゲンジボタルの現状変更（北岡橋耐震補強工事）について

【事務局説明】

(1)、（2）は、樫山町にある橋脚の耐震補強工事実施に伴い、ゲンジボタルの指定範囲内

にあたるため、現状変更を提出してもらった。現状変更を必要とする理由は、巨大地震の発

生に備え、避難・輸送・復旧活動といった、災害時に道路網が持つ役割を確保するため。

工事の際に発生する影響・懸念点は、工事の中で土砂による濁水が発生し、川に流れ込ん

でしまうこと。対応としては、渇水時に仮締切を設置した上で施工し、施工範囲と流水部は

常にシルトフェンスで区切ることで、工事中の土砂による濁水の発生に対して最大限の防御

を図る。また、建設重機を起因とする水質汚濁に対しても作業マニュアルを作成し、作業員

へ遵守させることで事故防止を図る。加えて、（2）では、掘削作業で発生すると想定される

濁水が川に流れることも懸念されるが、仮設沈砂池を通して排水する計画をしている。

（1）、（2）ともに施工箇所は局部的であり、施工にあたってはゲンジボタルの活動期に留

意するとともに、濁水の流出に対し十分な対策を講じるため、影響は少ないと考えられる。

【委員補足説明】

今回のインフラ整備は、従来通り環境保全に配慮されたもので、時期も幼虫が成長した秋
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から冬季に行われるため安全である。存続に関しては大きな問題にはならないだろう。

【質疑応答】

委員：この先、同様の工事計画はあるのか。

担当課：市指定範囲での工事はない。国指定範囲で２件予定している。

委員：工事によってゲンジボタルの発生に影響は出たのか。

委員：工事は３年前から続いているが、工事による減少は見られない。豪雨等の自然災

害の影響はあったように思われる。

諮問結果：可とする。

２ 報告事項

(1)令和５年度事業実績及び令和６年度事業計画について

【事務局説明】

内容は資料のとおり。

【質疑応答】

委員：文化財に関する本や冊子をもっと作ってほしい。

事務局：予算、人員的にすぐにはできないが、前向きに検討する。

委員：美術博物館と連携して文化財を盛り上げてほしい。

委員：令和５年度事業実績の７文化財情報普及啓発業務（4）岡崎城跡史跡見学会の具体

的なイベント内容と令和６年度も開催予定があるのか。

事務局：昨年度は、岡崎城跡坂谷曲輪の現地説明会を開催した。今年度は現地見学会を開催

予定。

委員：イベント等は早めの告知をしてほしい。

委員：令和６年度事業計画の７文化財情報普及啓発業務(3)文化財教室の開催は具体的に

何を行うのか。

事務局：滝山東照宮での現地説明会を1回予定している。

委員：講演会数を増やして、情報発信を活発に行ってほしい。

委員：年間の講演会スケジュールのチラシを作成して啓蒙活動に力を入れてほしい。

委員：旧額田郡公会堂及び物産陳列所を指定管理者に任せるだけでなく、社会教育課の

方でも気にかけてほしい。また、審議会で修理計画の説明と資料配布をしてほし

い。

委員：公会堂と陳列所の修理の進捗状況と今後のスケジュールはどうか。

事務局：令和６年末までに看守人室の曳家が完了し、令和７年には重文２つの保存修理を

文化庁へ要望することが可能になる。一方で巨額の保存修理費、工期が 10年ほど

かかってくるため、実際に要望して事業化するにはまだかなり高いハードルがあ

る。この高いハードルを越えるために、事務局で検討している状況。

３ その他

（1）次回の審議会開催について

令和６年８月に開催予定。


